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一
九
七
〇
年
代
に
私
た
ち
が
高
等
学
校

で
日
本
史
を
学
ん
だ
と
き
、
教
科
書
で

は
、
一
七
世
紀
初
頭
の
禁
中
並
公
家
諸
法

度
の
制
定
、
後
水
尾
天
皇
の
紫
衣
事
件
な

ど
、
幕
府
に
よ
る
朝
廷
統
制
の
時
代
の
記

述
が
あ
っ
て
、
そ
の
後
、
空
白
の
二
百
数

十
年
間
と
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
一
八
五
三

年
に
ペ
リ
ー
来
航
を
契
機
に
、
帽
子
か
ら

鳩
が
飛
び
出
す
手
品
の
よ
う
に
、
急
に
朝

廷
の
権
威
が
浮
上
し
、
尊
王
攘
夷
運
動
か

ら
一
八
六
七
年
の
王
政
復
古
の
大
号
令
が

出
さ
れ
、
幕
府
は
瓦
解
す
る
と
さ
れ
た
。

一
体
、
江
戸
時
代
の
二
百
数
十
年
、
天
皇

や
朝
廷
は
名
目
だ
け
の
存
在
で
あ
っ
た
の

か
、
と
い
う
疑
問
が
残
っ
た
。

そ
れ
に
対
し
て
、
そ
の
後
、
宮
地
正
人

氏
や
高
埜
利
彦
氏
が
、
幕
府
の
政
治
権
力

に
対
し
て
、
い
わ
ば
朝
廷
独
自
の
役
割
と

し
て
、
門
跡
寺
院
制
度
や
職
人
や
絵
師
へ

の
位
階
の
授
与
や
、
楽
人
・
盲
人
・
鋳
物

師
・
芸
能
者
へ
の
権
威
づ
け
な
ど
に
着
目

し
た
。
い
わ
ば
幕
府
と
朝
廷
が
一
体
と

京都御苑・近衞邸跡の枝垂れ桜

明
治
維
新
は
平
安
遷
都
以
来
の
京
の
都
が
江
戸
（
東
京
）
へ
と
移
る
大
き
な
歴
史
上
の
転
換
点
で
あ
っ
た
。

近
年
江
戸
時
代
の
天
皇
や
朝
廷
の
研
究
が
進
み
、
幕
府
と
朝
廷
と
の
関
係
な
ど
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。

江
戸
期
か
ら
明
治
期
に
か
け
て
の
京
都
御
所
や
京
都
御
苑
な
ど
を
舞
台
に
繰
り
広
げ
ら
れ
た
歴
史
に
つ
い
て
、

京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
長
の
高
木
博
志
教
授
に
前
・
後
編
に
わ
た
り
語
っ
て
い
た
だ
く
。

江
戸
か
ら
明
治
へ
京
都
御
所
と

御
苑
の
歴
史
を
綴
る
（
前
編
）高

木
博
志
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が
、
社
会
に
定
着
し
た
。
ま
た
応
仁

の
乱
前
後
よ
り
二
百
年
ほ
ど
断
絶
し

て
い
た
、
賀
茂
祭
、
石
清
水
放
生
会
、

大
嘗
祭
な
ど
の
朝
儀
が
、
幕
府
の
援

助
の
も
と
に
復
興
し
た
。

ま
た
公
家
町
の
面
積
は
一
七
世
紀

に
は
幕
末
の
北
半
分
し
か
な
か
っ
た

の
が
、
一
七
〇
八
年
の
宝
永
の
大
火

を
契
機
と
し
て
、
復
興
後
の
公
家
町

は
南
限
が
丸
太
町
ま
で
広
が
っ
た
。

そ
の
原
因
に
は
、
公
家
社
会
の
人
口

増
加
と
と
も
に
幕
府
が
朝
廷
を
重
ん

じ
る
政
策
に
転
換
し
た
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
伴
い
、
六

門
（
中
立
売
・
今
出
川
・
乾
・
石
薬

師
・
清
和
院
・
堺
町
）
か
ら
南
に
拡
張
し

た
寺
町
・
下
立
売
・
蛤
の
三
門
を
加
え
、

現
在
の
九
門
へ
と
増
え

た
。江

戸
時
代
後
期
に

は
、
天
皇
と
公
家
町
は

京
都
観
光
の
目
玉
と
な

り
、
京
に
上
っ
た
人
々

は
、
公
卿
門
（
宜
秋
門
）

前
で
檜
垣
の
茶
屋
で
酒

肴
を
求
め
、
一
杯
や
り

な
が
ら
参
内
す
る
公
家

た
ち
を
見
た
。
観
光
の

手
引
き
と
し
て
の
内
裏

図
の
刊
行
も
さ
か
ん
に

な
っ
た
。
ま
た
江
戸
時

代
を
通
じ
て
、
天
皇
の

即
位
式
の
時
に
は
、
紫

宸
殿
の
南
庭
で
拝
観
し

た
り
、
節
分
の
豆
の
授

与
や
お
盆
の
燈
籠
の
飾

な
っ
て
幕
藩
制
の
「
公
儀
」
を
担
っ
た
の

で
あ
る
。
そ
し
て
一
九
八
〇
年
代
以
降
に

江
戸
時
代
の
天
皇
や
朝
廷
の
研
究
が
、
一

挙
に
進
ん
で
き
た
。

さ
ら
に
朝
廷
と
幕
府
と
の
関
係
が
、
江

戸
時
代
を
通
じ
て
変
化
す
る
こ
と
も
明
ら

か
に
な
っ
た
。
一
七
世
紀
後
半
の
元
禄
時

代
に
、
朝
廷
を
幕
府
が
統
制
す
る
「
武
断
」

政
治
の
時
代
か
ら
、
朝
廷
の
文
化
・
学
問

や
権
威
を
幕
府
の
政
治
に
利
用
し
よ
う
と

す
る
「
文
治
」
政
治
の
時
代
へ
と
、
大
き

く
転
換
す
る
。

そ
の
頃
、
大
坂
に
経
済
の
中
心
が
移
る

と
と
も
に
、
京
都
は
朝
廷
や
御
所
を
ブ
ラ

ン
ド
と
し
た
「
京
都
ら
し
さ
」
が
、
観
光

の
資
源
と
な
っ
て
、
京
菓
子
、
京
扇
子
、

京
紅
な
ど
、「
京
」
を
冠
す
る
京
都
文
化

自
然
・
い
の
ち
の
つ
な
が
り

自
然
を
心
の
目
で
み
よ
う

塚
本
珪
一

り
付
け
に
は
、
京
都
の
庶
民
が
禁
裏
御
所

の
中
、
天
皇
の
身
近
ま
で
入
る
こ
と
が
で

き
た
。
か
く
し
て
江
戸
時
代
に
人
々
に
身

近
な
存
在
で
あ
っ
た
朝
廷
は
、
幕
末
の
ペ

リ
ー
来
航
以
降
、
国
政
の
場
へ
と
浮
上
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
の
後
、
一
八
六
九
年
三
月
の
東
京
遷

都
は
、
七
九
四
年
の
平
安
遷
都
以
来
の
朝

廷
の
京
都
か
ら
の
離
脱
と
な
っ
た
。
天
皇

や
公
家
た
ち
も
東
京
に
移
り
、
京
都
御
所

は
荒
廃
す
る
と
と
も
に
、
京
都
府
の
管
理

に
移
り
、
一
八
七
二
年
以
降
に
京
都
博
覧

会
の
会
場
と
な
っ
て
ゆ
く
。
一
八
七
七

年
の
明
治
天
皇
の
京
都
行
幸
を
経
て
、

一
八
八
三
年
の
岩
倉
具
視
の
京
都
復
興
策

に
よ
る
京
都
御
苑
の
宮
内
省
移
管
を
画
期

と
し
て
、
厳
粛
な
代
替
わ
り
の
大
礼
を
行

う
場
へ
と
意
味
づ
け
が
変
わ
っ
て
ゆ
く
こ

と
と
な
る
。

（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
所
長
）

「
黒
木
の
梅
」
の
花
に
訪
ね
く
る
蝶

や
鳥
た
ち
を
迎
え
る
こ
と
で
す
。
あ

る
日
に
は
元
気
な
ヒ
ヨ
ド
リ
を
、
別

の
日
に
は
冬
を
成
虫
で
越
し
て
き
た

ル
リ
タ
テ
ハ
を
み
つ
け
ま
し
た
。
次

は
ア
カ
タ
テ
ハ
だ
と
期
待
し
、
こ
の

花
の
季
節
の
日
々
は
楽
し
い
の
で
し

た
。青

葉
の
頃
に
な
る
と
、
御
苑
南
西

部
の
宗
像
神
社
の
森
に
、
遠
い
南
か

ら
の
ア
オ
バ
ズ
ク
が
や
っ
て
き
ま

す
。
私
た
ち
は
い
の
ち
の
探
索
に
忙

し
く
な
り
ま
す
。
ア
オ
バ
ズ
ク
は
径

3
0
0
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
で
昆
虫

類
（
90
％
）
そ
の
他
（
10
％
）
を
捕

ら
え
食
べ
て
い
ま
す
か
ら
、
私
た
ち

は
そ
の
食
べ
残
し
＝
食
痕
か
ら
、

サ
ン
・
テ
ク
ジ
ュ
ペ
リ
の
『
星
の

王
子
様
』
は
、
何
度
読
ん
で
も
新
鮮

で
わ
く
わ
く
し
ま
す
。
一
番
す
ば
ら

し
い
と
こ
ろ
は
王
子
様
が
キ
ツ
ネ

と
話
す
と
こ
ろ
で
す
。「
心
で
見
な

く
ち
ゃ
、
も
の
ご
と
は
よ
く
見
え
な

い
っ
て
こ
と
さ
」。
自
然
の
観
察
と

心
の
目
で
観
る
こ
と
は
ど
う
違
う
の

で
し
ょ
う
か
？
王
子
様
の
友
達
の
キ

ツ
ネ
は
、「
あ
ん
た
の
花
は
一
つ
し

か
な
い
よ
」
と
言
っ
た
。
そ
れ
か
ら

は
そ
の
時
に
出
合
っ
た
自
然
を
大
切

に
、
そ
れ
が
私
の
心
の
目
で
み
た
こ

と
で
あ
る
と
、
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ノ
ー

ト
に
く
わ
し
く
書
き
留
め
ま
し
た
。

春
の
日
の
楽
し
み
は
、
南
の
間
ノ

町
口
か
ら
建
礼
門
が
望
見
で
き
る 黒木の梅から建礼門を望む

ウシカメムシ　8～9ｍｍ

正月の禁裏御所南西角の様子　秋里籬島『拾遺都名所図会』 
天明７年（1787）より（国際日本文化研究センター所蔵）

←

→

内裏細覧之図　慶応2年（1866） 左側が北（京都市歴史資料館所蔵）
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り
付
け
に
は
、
京
都
の
庶
民
が
禁
裏
御
所

の
中
、
天
皇
の
身
近
ま
で
入
る
こ
と
が
で

き
た
。
か
く
し
て
江
戸
時
代
に
人
々
に
身

近
な
存
在
で
あ
っ
た
朝
廷
は
、
幕
末
の
ペ

リ
ー
来
航
以
降
、
国
政
の
場
へ
と
浮
上
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
の
後
、
一
八
六
九
年
三
月
の
東
京
遷

都
は
、
七
九
四
年
の
平
安
遷
都
以
来
の
朝

廷
の
京
都
か
ら
の
離
脱
と
な
っ
た
。
天
皇

や
公
家
た
ち
も
東
京
に
移
り
、
京
都
御
所

は
荒
廃
す
る
と
と
も
に
、
京
都
府
の
管
理

に
移
り
、
一
八
七
二
年
以
降
に
京
都
博
覧

会
の
会
場
と
な
っ
て
ゆ
く
。
一
八
七
七

年
の
明
治
天
皇
の
京
都
行
幸
を
経
て
、

一
八
八
三
年
の
岩
倉
具
視
の
京
都
復
興
策

に
よ
る
京
都
御
苑
の
宮
内
省
移
管
を
画
期

と
し
て
、
厳
粛
な
代
替
わ
り
の
大
礼
を
行

う
場
へ
と
意
味
づ
け
が
変
わ
っ
て
ゆ
く
こ

と
と
な
る
。

（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
所
長
）

邸
）
枝
垂
れ
桜
の
開
花
が
合
図
で
す
。

ま
ず
は
苑
内
北
西
、
池
面
ま
で
枝
を
大

き
く
広
げ
る
近
衞
邸
の
糸
桜
の
も
と
へ
。

そ
れ
が
終
わ
る
頃
、
咲
き
始
め
る
八
重
紅

枝
垂
れ
桜
も
見
逃
せ
ま
せ
ん
。
京
都
御
所

清
所
門
前
の
車
返
桜
、
出
水
の
小
川
付

近
、
黄
緑
色
の
花
弁
を
つ
け
る
「
御
衣
黄
」

な
ど
珍
し
い
品
種
に
も
会
い
に
行
き
ま
す
。

昨
年
は
出
水
の
枝
垂
れ
桜
を
夕
刻
ま
で

眺
め
て
い
ま
し
た
。
満
開
を
過
ぎ
、
は
ら

取
材
で
桜
を
追
い
か
け
る
暮
ら
し
が
続

い
て
い
ま
す
。
決
ま
っ
て
出
か
け
る
の
が

京
都
御
苑
。
山
桜
な
ど
野
生
種
が
大
半

で
、
三
月
中
旬
か
ら
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
ま
で
、
千
本
以
上
の
桜
が
楽
し
め
る
と

あ
っ
て
は
、
通
わ
ず
に
は
お
ら
れ
ま
せ
ん
。

御
苑
の
桜
め
ぐ
り
は
、
烏
丸
通
沿
い
、

平
安
女
学
院
大
学
有
栖
館
（
旧
有
栖
川
宮

書
い
て
あ
る
か
は
秘
密
で
す
。

バ
ー
ド
バ
ス
＝
鳥
の
た
め
の
水
場

に
は
四
季
そ
れ
ぞ
れ
に
、
た
く
さ
ん

の
野
鳥
が
や
っ
て
き
て
、
賑
や
か
な

日
も
あ
り
ま
す
。
こ
こ
は
、
人
た
ち

に
と
っ
て
の
情
報
交
換
の
場
で
も

あ
っ
て
、
御
苑
の
生
き
も
の
た
ち
と

ヒ
ト
の
い
の
ち
の
つ
な
が
り
が
話
さ

れ
て
い
ま
す
。
野
鳥
の
会
や
研
究
者

な
ど
多
く
の
人
た
ち
が
観
察
の
時
を

過
ご
し
て
い
ま
す
。　

野
鳥
や
蝶
、
セ
ミ
、
ト
ン
ボ
な
ど

比
較
的
良
く
分
か
っ
て
い
る
仲
間
も

あ
り
ま
す
が
、
蛾
の
仲
間
・
コ
ウ

チ
ュ
ウ
類
な
ど
は
ま
だ
よ
く
解
っ
て

い
ま
せ
ん
。
御
苑
は
京
洛
の
地
の
中

心
で
、
四
周
の
山
々
や
河
川
、
小
さ

な
森
と
大
小
の
回
廊
と
つ
な
が
り
、

季
節
や
天
候
の
変
化
と
共
に
動
き
変

動
し
て
い
ま
す
。
御
苑
は
私
た
ち
と

生
き
も
の
た
ち
と
の
つ
な
が
り
を
考

え
る
出
発
点
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

（
京
都
自
然
観
察
学
習
会
）

１
３
２
種
の
昆
虫
が
生
活
し
て
い
る

こ
と
を
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
御
苑
の

生
き
も
の
た
ち
の
多
様
性
も
次
第
に

見
え
て
き
ま
し
た
。

ア
オ
バ
ズ
ク
は
、
母
と
子
の
森
、

近
衞
邸
跡
の
森
な
ど
に
も
営
巣
し
て

い
ま
す
。
遠
い
国
か
ら
や
っ
て
き
た

ア
オ
バ
ズ
ク
が
、
夏
の
終
わ
り
に
は
、

こ
の
国
の
御
苑
の
す
ば
ら
し
さ
を
お

土
産
に
無
事
帰
っ
て
く
れ
る
こ
と
を

祈
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

御
苑
北
東
部
の
母
と
子
の
森
は
、

想
像
・
創
造
の
森
で
、
子
ど
も
た
ち

は
自
由
に
遊
び
、
ト
ト
ロ
の
抜
け
穴

の
発
見
、
森
の
図
書
館
で
の
読
書
、

紙
芝
居
な
ど
で
遊
び
時
間
を
過
ご
し

て
い
ま
す
。
こ
の
あ
た
り
は
広
葉
樹

が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
虫
や
野
鳥
も

多
い
と
こ
ろ
で
す
。

季
節
が
進
み
、
天
空
か
ら
降
り
落

ち
る
イ
チ
ョ
ウ
の
黄
葉
は
子
ど
も
た

ち
へ
の
お
手
紙
で
し
ょ
う
か
、
何
がコナラシギゾウ？　5.5～10ｍｍ

アオバズクの親子

苑
内
利
用
者
の
声

御
苑
通
い
で
「
眺
め
る
」
桜

山
岡
祐
子

は
ら
舞
う
花
び
ら
は
、
逢
魔
が
時
に
は
そ

れ
は
も
う
妖
し
く
美
し
く
切
な
く
。

毎
年
、
同
じ
桜
を
眺
め
る
こ
と
は
、
平

安
の
昔
か
ら
自
分
の
内
面
も
「
眺
め
る
」

こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
し
ょ
う
。

出
水
の
小
川
を
彩
る
里
桜
の
出
番
は
、

四
月
半
ば
か
ら
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
前

ま
で
。
今
年
は
、
そ
の
キ
ュ
ー
ト
な
姿
を

愛
で
な
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ら
、
久
し
ぶ
り
に
お
弁
当
を
広

げ
よ
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か
と
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え
て
い
ま
す
。

（
編
集
イ
ベ
ン
ト
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・

日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
会
員
） 近衞邸近くの山桜にたまたま留まっていた鳩を発見

出水の枝垂れ桜は人気の撮影スポット

ずっと眺めていたい八重桜

同志社大学文学部文化史学科３回生
浮出絵ラリー

小林丈広ゼミ　竹谷　哲也

京都御苑の駒札に浮出絵が設置されて
いると知り、絵の完成に挑戦してみま
した。中立売南休憩所＋ PLUS で温
かくて美味しい鍋焼き天ぷらうどんを
いただいた後、A4 の紙と鉛筆をもっ
てスタートしました。その日はあいに
くの雨だったので途中で断念し、翌日
に再開しました。縣

あ が

井
た い

で猫を見つけた
り中山邸跡で業者の方に激励していた
だいたりしながら二時間半ほどで完成
しました。私が取り組んだときは梅の
絵になりましたが、絵は四季ごとに替
わるそうです。駒札は京都御苑内にバ
ランスよく配置されているので作業を
楽しみつつ満遍なく見学することがで
きます。駒札をしっかり読めば歴史の
知識も身につくでしょう。特に京都御
苑に関する歴史と自然の情報も学べる
閑院宮邸跡や塀に大きな切込みの入っ
た御所の鬼門「猿が辻」が印象に残り
ました。京都御苑を訪れる際にはぜひ浮
出絵にもチャレンジしてみてください。

浮出絵 駒札



一般財団法人 国民公園協会 京都御苑
〒602-0881　京都市上京区京都御苑３

TEL　075-211-6364

白川書院 環境省京都御苑管理事務所

企画・発行／お問合せ先

編集 監修

編集後記

会員募集（2018年度）のお知らせ
2018年度（2018年1月〜12月）の
国民公園協会京都御苑会員を募集し
ます。
■ 年会費
⃝普通会員…………… 1,000円以上
⃝賛助会員（会社・団体）
　　　　　………… 10,000円以上

■ 会員特典
1	京都御苑ニュースの送付
2	葵祭及び時代祭の観覧席招待券

の進呈（ただし普通会員は会費
4,000円以上の方に限ります。）

■ 申し込み・お問合せ先
　（一財）国民公園協会京都御苑

■苑内利用施設・サービスのご案内

http://www.fng.or.jp/京 都 御 苑 検索詳しくは

■イベントのお知らせ■イベントのお知らせ

明治150年記念の第二弾として京大人
文研の高木教授に御執筆いただいた。
江戸後期の御所と庶民との関係が興味
深い。御苑一帯には近代の歴史が積層
する。是非足を運んで歴史に触れてみ
てください。� （発行人　池田善一）

閑院宮邸跡収納展示館

京都御苑南西角の旧閑院宮邸跡地に建つ公家屋
敷の風格残る旧宮内省建物の遺構。収納展示室
では京都御苑の歴史や自然が学べます。（無料）
開館時間： 9：00～16：30（入場は16：00まで）
休 館 日：月曜日（祝日は開館）、年末年始
アクセス：�御苑南西角　地下鉄丸太町徒歩5分

拾
しゅうすいてい

翠亭（茶室）

五摂家の一つであった九條家の遺構で江戸時代
後期に建てられた九條家別邸。
公 開 日：毎週木・金・土曜日、葵祭、時代祭 9：30
		  ～15：30　参観料　100円（高校生以上）
貸切利用：�茶会、句会、謡曲等の会合にご利用

できます。利用料12,000円~

休憩所（レストハウス・売店）

休憩やお食事・喫茶にご利用ください。京都御
苑オリジナルのお土産物を多数揃えています。
営業時間： 9：00～16：30
中立売南休憩所（御苑西側中立売御門南すぐ）
軽食・喫茶、売店（京みやげ）
中立売南休憩所＋PLUS
2017年11月17日に中立売南休憩所に隣接して
新規オープンしました！食堂、売店（京みやげ）

―中立売地区再整備工事のお知らせ―
中立売北休憩所は、現在建替え工事中です。新
休憩所の竣工は2018年12月頃の予定です。オー
プンまでの間、御苑利用者の皆様方には大変ご
不便をおかけいたしますが、ご理解ご協力のほ
どよろしくお願いいたします。

富小路休憩所（御苑南東富小路口すぐ、テニス
コート隣接）軽食・喫茶、菓子等の販売。

駐車場

料金：乗用車500円 バス1,300円（最初の3時間）
中立売御門西駐車場（乗用車、バス）
入場　7：40～19：30　出場　24時間

―中立売御門西駐車場出入口変更のお知らせ―
再整備工事に伴い、駐車場出入口を中立売御門か
ら蛤御門に変更（2019年1月初旬頃までの予定）。
進入は、烏丸通を南下して左折のみとなります。

清和院御門東駐車場　（乗用車専用）
入・出場　8：40～20：00（20：00以降閉鎖）

運動施設

富小路テニスコート（5面）　有料
富小路広場（6面）／今出川広場（3面） 有料
軟式野球・ソフトボールなどにご利用下さい。
申し込み：国民公園協会京都御苑

京都御所の通年公開

公 開 日：�通年（事前申し込み不要／無料）
		  ただし、下記は休みとなります。
		  月曜日（祝日の場合は翌日）
		  年末年始（12月28日～1月4日）
公開時間： 3月/ 9：00～16：30（入場は15：50まで）
		   4月～5月/9：00～17：00（入場は16：20まで）
お問合せ： 宮内庁京都事務所　☎075-211-1215

京都御所　宮廷文化の紹介〈平成30年春〉

宮廷文化の魅力を紹介する特別イベントを開催
します。期間中は、高御座・御帳台などを近く
で見学できるほか、普段非公開の調度品や人形、
雅楽や蹴鞠の実演などがご覧いただけます。
期　　間：平成３０年４月４日（水）～８日（日）
公開時間： 9：00～16：30（入場は15：50まで）
入 場 門： 宜秋門
お問合せ：宮内庁京都事務所　☎075-211-1215

京都迎賓館一般公開

日本の歴史・文化を象徴する京都で、海外から
の賓客をお迎えし、日本への理解と友好を深め

ていただくための国の迎賓施設です。
公 開 日：��迎賓館ホームページでご確認ください。
参観料金：�大人1,000～1,500円　中高生500～700円
お問合せ：�迎賓館京都事務所　☎075-223-2302

京都御苑春の自然教室

日　時：�平成30年4月22日（日）　9：30〜12：00
受　付： 9：00～9：20
集　合：�石薬師御門（京都御苑北東、地下鉄今

出川 京阪出町柳 徒歩10分 市バス同志
社前 徒歩5分）

講　師：京都自然観察学習会の先生方
内　容：�春の御苑の植物、キノコ、昆虫や野鳥

の生態を観察します。

参加費： 100円（保険代）
主　催：環境省京都御苑管理事務所
		  （一財）国民公園協会京都御苑
その他：�筆記用具、雨天時の準備、野外活動に

適した服装でご参加ください。ルーペ、
双眼鏡など観察用具があると便利です。

＊当日7：00時点で大雨、暴風警報が発令されて
いる場合などやむなく中止する場合があります。

新緑のトンボ池一般公開

普段は立入りを制限している「トンボ池」を公
開します。自由に見学ができますので、散策の
折などお立ち寄りください。（雨天中止）
日　時： 平成30年5月25日（金）～27日（日）
		  9：30～12：00
場　所：京都御苑内トンボ池（富小路北東へ徒歩5分）
参加費： 無料
主　催： 環境省京都御苑管理事務所
		  （一財）国民公園協会京都御苑
その他：�野外活動に適した服装でご参加ください。
捕虫網や三脚の持ち込みはご遠慮ください。

京
都
御
苑
さ
く
ら
マ
ッ
プ

2月 3月 4月 5月

３月中旬～４月中旬モモ〈桃林〉

３月下旬～４月中旬イトザクラ〈近衞邸跡周辺〉

３月下旬～４月中旬ヤマザクラ〈苑内全域〉

４月上旬～４月中旬サトザクラ〈出水の小川付近〉

御
苑
の
花
暦

サトザクラヤマザクラモモ

石薬師御門前

イトザクラ


